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一
、
木
管
會
社
横
手
の
場 

 

本

舞

臺

、
通

り

の

煉

瓦

造

り

、
上

手

斜

に

奧

へ

通

ず

る

心

、
所

々

に

立

木

あ

り

、
總

て

會

社

內

の

橫

手

、
午

後

六

時

前

後

の

舞

臺

、

光

線

稍

々

暗

し

淋

し

き

誂

へ

の

囃

子

に

て

幕

開

く

。 

幕

の

內

よ

り

工

夫

萬

作

、
長

吉

、
菊

松

、
佐

吉

、
留

吉

、
松

藏

、
仲

吉

、
四

良

吉

、
十

助

、
梅

吉

、
辰

三

は

、

何

れ

も

紙

袋

に

四

五

十

錢

を

入

れ

た

る

『

日

給

袋

』

を

持

ち

口

々

に

小

聲

に

て

社

長

に

對

す

る

不

平

を

並

べ

居

る

體

、

舞

臺

一

面

不

穩

の

情

態

漂

ひ

殺

氣

を

帶

ぶ

、

綃

々

有

つ

て

工

夫

辰

三

は

ツ

ツ

ト

上

手

に

立

ち

上

り

て

。 

 

辰

三 

エ

ヽ

面

倒

臭

え

か

ら

、
遺

て

仕

舞

へ

、
爰

許

り

が

木

管

會

社

ぢ

や

ね

え

、
餘

り

弱

い

者

虐

め

を

、
仕

や

が

る

ぢ

や

ね

え

か

、
此

の

會

社

叩

き

壞

し

て

仕

ま

へ

、
俺

れ

一

人

で

引

受

け

て

、
喰

ひ

込

ん

で

や

る

か

ら

。 

十

助 

待

ち

ね

え…
…

。
遣

ち

ま

ふ

の

は

、
何

時

で

も

や

れ

る

、
三

人

寄

り

や

文

珠

の

智

慧

だ

、
亂

暴

な

眞

似

し

ち

や

、

後

が

面

倒

だ

ぜ

。 

四

良

吉 

ヒ

ヤ

〱
。 

辰

三 

誰

だ

え

、

ヒ

ヤ

〱
な

ん

て

、

吐

し

や

が

つ

た

の

は

。 

松

藏 

オ

イ

〱
辰

三

、
マ

ア

〱
宜

い

わ

え

、
お

前

丈

け

や

が

な

、
會

社

を

打

潰

す

な

ん

て

え

の

は

、
マ

ア

〱

待

ち

い

な

ア

。 
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辰

三 

だ

か

ら

、

上

方

の

奴

は

嫌

れ

え

だ

い

、

江

戶

ッ

兒

は

氣

が

短

け

え

や

、

話

が

判

ら

な

き

や

遣

ち

ま

ふ

の

だ

い

。 

松

藏 

上

方

者

か

て

、

東

京

の

者

か

て

、

詰

り

物

の

道

理

は

同

じ

や

が

な

、

東

京

も

大

阪

も

冬

は

寒

む

い

し

夏

は

暑

い

よ

つ

て

な

ア

。 

辰

三 

何

に

、

云

や

が

る

ん

だ

え

贅

六

め

。 

梅

吉 

マ

ア

〱
待

て

〱
、
內

輪

喧

嘩

し

て

も

、
始

ま

ら

ぬ

わ

え

、
俺

れ

は

東

海

道

の

濱

松

生

れ

で

、
東

京

も

大

阪

も

贔

屓

は

せ

ぬ

が

、
會

社

を

、
叩

き

壞

す

な

ん

て

、
亂

暴

ぢ

や

、
職

長

の

本

田

も

心

配

し

て

吳

れ

て

居

る

し

、

山

田

の

金

太

も

今

話

に

行

て

吳

れ

て

る

ん

ぢ

や

な

い

か

ま

あ

其

の

返

事

を

聞

い

て

か

ら

の

事

に

せ

い

。 

仲

吉 

爾

う

ぢ

や

〱
喧

嘩

を

す

る

よ

り

、

穩

か

に

、

話

を

つ

け

て

、

手

間

賃

を

貰

ふ

方

が

、

賢

や

ぜ

。 

辰

三 

俺

れ

を

、

阿

呆

ぢ

や

と

吐

す

の

か

い

。 

四

良

吉 

お

前

を

阿

呆

ぢ

や

と

は

云

や

せ

ん

が

な

、

お

前

職

場

で

、

一

番

賢

し

こ

い

男

ぢ

や

が

な

、

ア

ヽ

賢

し

こ

い

〱
、

怒

る

な

や

。 

辰

三 

變

な

、
口

の

利

き

方

を

す

る

な

え

、
ヨ

シ

其

れ

ぢ

や

、
俺

れ

は

、
支

配

人

に

逢

う

て

、
話

を

つ

け

て

來

て

や

る

か

ら

、

皆

ん

な

待

つ

て

ろ

い

。 

十

助 

待

ち

ね

え

〱
、

山

田

の

金

太

が

、

行

つ

て

、

居

る

ぢ

や

ね

え

か

。 

辰

三 

箆

棒

め

、

ぼ

ん

や

り

の

金

太

が

、

行

つ

て

、

話

が

つ

く

筈

が

ね

え

や

。 
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萬

作 

此

奴

は

、

全

く

だ

、

辰

兄

に

、

行

つ

て

貰

は

う

よ

。 
梅

吉 

其

り

や

不

可

ね

え

、

金

太

の

奴

は

、

駄

目

で

も

、

職

長

の

本

田

が

、

行

つ

て

居

り

や

、

宜

い

ぢ

や

ね

え

か

。 

佐

吉 
本

田

は

、
行

つ

て

居

ね

え

や

う

だ

ぞ

、
先

き

、
職

場

の

隅

で

、
靑

い

顏

し

て

、
腕

組

し

て

何

ん

か

、
考

へ

て

居

た

よ

。 

四

良

吉 

矢

張

り

之

れ

で

、

心

配

し

て

居

る

の

ぢ

や

。 

松

藏 

今

、

職

工

場

に

は

、

見

え

な

ん

だ

ぞ

。 

十

助 

歸

つ

て

、

仕

舞

つ

た

の

ぢ

や

有

る

め

え

か

。 

辰

三 

此

の

話

が

、

煩

せ

え

か

ら

、

逃

げ

て

仕

舞

つ

た

の

ぢ

や

ね

え

か

。 

仲

吉 

眞

逆

、

其

麼

男

や

お

ま

へ

ん

や

ら

う

。 

辰

三 

あ

の

、
口

の

利

き

方

が

厭

や

な

ん

だ

、
此

の

場

合

お

ま

へ

ん

や

ら

う

な

ん

て

生

溫

い

、
口

を

利

く

な

え

。 

 

（

ト

此

の

話

中

に

上

手

よ

り

女

工

お

と

ら

、

お

と

み

、

お

さ

と

工

女

の

拵

へ

に

て

各

自

手

に

辨

當

包

提

げ

て

い

で

來

る

十

助

は

之

れ

を

見

て

。
） 

 

十

助 

オ

イ

、

モ

ウ

仕

舞

つ

た

の

か

え

。 

お

と

み 

五

時

で

上

が

り

ぢ

や

。 
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四

良

吉 

大

き

な

尻

ぢ

や

な

ア

。 
お

さ

と 

ほ

と

い

て

。 

 
（

ト

云

ひ

捨

て

ゝ

下

手

へ

は

い

る

同

時

に

上

手

よ

り

同

じ

工

女

の

拵

へ

に

て

辨

當

包

を

提

げ

て

お

は

る

、

お

ら

く

の

兩

人

い

で

來

る

。
） 

 

お

ら

く 

何

方

も

左

樣

な

ら

。 

辰

三 

オ

イ

〱
本

田

の

妹

は

、

未

だ

工

場

に

居

る

か

い

。 

お

は

る 

本

田

の

妹

と

は

、

誰

れ

や

い

な

。 

お

ら

く 

お

た

か

は

ん

の

、

事

や

ろ

な

。 

十

助 

爾

う

だ

俺

れ

ん

處

の

、

職

長

の

、

妹

よ

。 

お

は

る 

今

日

は

用

が

出

來

た

と

云

う

て

、

十

二

時

限

り

で

仕

事

を

休

ん

で

歸

へ

つ

て

仕

ま

う

た

。 

松

藏 

何

ん

の

用

で

や

。 

お

は

る 

其

麼

事

知

ら

ん

で

。 

松

藏 

何

ん

で

、

聞

い

と

か

ん

の

ぢ

や

。 

お

は

る 

フ

ウ

ン

偉

い

、

濟

ま

ん

な

。 

松

藏 

何

に

を

ッ

。 
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お

ら

く 

お

は

る

は

ん

、

相

手

に

仕

な

い

な

、

こ

れ

阿

呆

や

が

な

。 

 

（

ト

言

ひ

捨

て

ゝ

下

手

へ

兩

人

は

い

る

。
） 

 

松

藏 

何

ん

か

し

て

け

つ

か

る

の

ぢ

や

え

、

オ

イ

職

長

の

妹

は

歸

つ

た

と

、

云

ふ

と

る

ぜ

。 

梅

吉 

夫

れ

ぢ

や

、

本

田

も

歸

つ

た

の

ぢ

や

な

か

ら

う

か

。 

辰

三 

俺

れ

支

配

人

の

部

屋

へ

、

行

つ

て

來

て

や

ら

う

よ

。 

 

（

ト

立

ち

上

る

時

上

手

よ

り

。
） 

 

金

太 

其

麼

無

茶

な

話

が

お

ま

す

か

い

な

〱
、

來

て

お

く

な

は

れ

來

て

お

く

な

は

れ

。 

山

形 

何

處

へ

引

張

つ

て

行

く

の

だ

。 

 

（

ト

言

ひ

な

が

ら

上

手

內

よ

り

金

太

郞

は

支

配

人

山

形

の

手

を

取

り

好

み

の

職

工

の

拵

に

て

山

形

は

背

廣

服

四

十

格

好

の

拵

へ

に

て

い

で

來

る

。

職

工

一

同

は

此

の

聲

に

皆

々

上

手

を

向

く

。
） 

 

一

同 

オ

イ

〱
金

太

、

怎

う

し

た

〱
。 
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（

ト

皆

々

口

八

釜

敷

兩

人

を

取

り

捲

く

。
） 

 

金

太 
怎

う

も

恁

う

も

有

る

か

い

な

ア

、
餘

ん

ま

り

、
判

ら

ん

よ

つ

て

、
皆

に

聞

い

て

貰

ふ

と

思

う

て

、
支

配

人

さ

ん

を

引

張

つ

て

來

た

の

ぢ

や

。 

一

同 

怎

う

な

と

、

し

て

貰

ら

へ

、

や

つ

て

貰

へ

〱
〱
。 

 

（

ト

ロ

々

に

各

自

ガ

ヤ

〱
と

騷

ぐ

を

山

形

之

れ

を

見

て

。
） 

 

山

形 

オ

イ

お

前

方

、
何

に

を

し

て

居

る

の

か

、
モ

ウ

退 ひ

け

て

か

ら

、
一

時

閒

も

成

る

に

、
ま

だ

此

處

に

居

る

の

か

、

ナ

ゼ

歸

ら

な

い

。 

金

太 

モ

シ

〱
支

配

人

さ

ん

、
歸

れ

ま

す

か

い

な

、
歸

れ

ま

す

か

い

な

。
五

十

人

の

職

工

が

、
一

週

閒

夜
よ
ど
ほ
し 

仕

事

を

し

た

の

も

、
一

日

に

十

二

錢

の

手

閒

代

を

、
遺

る

と

、
仰

有

つ

た

の

を

、
樂

み

に

、
皆

働

き

ま

し

た

の

ぢ

や

、
其

れ

が

、
今

日

に

な

つ

て

、
都

合

で

拂

へ

ん

な

ん

て

、
殺

生

過

ぎ

ま

す

が

な

、
我

々

は

一

日

十

二

錢

で

も

大

金

で

、
夫

れ

を

、
貰

へ

る

と

思

へ

ば

こ

そ

朝

か

ら

働

い

て

、
疲

れ

た

體

を

、
空

腹

抱

へ

て

、

夜

仕

事

し

た

の

や

お

ま

へ

ん

か

、
夫

れ

が

今

日

に

な

つ

て

、
拂

へ

ん

な

ん

て

、
言

は

れ

て

、
あ

ゝ

左

樣

か

い

な

と

言

う

て

、

皆

歸

れ

ま

す

か

い

な

〱
。 
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山

形 

其

の

問

題

は

先

刻

か

ら

、

貴

樣

に

云

つ

て

居

る

ぢ

や

な

い

か

、

一

同

の

職

工

に

は

、

氣

の

毒

だ

け

れ

ど

も

、
本

會

社

も

、
先

方

の

日

限

を

閒

違

つ

て

、
相

手

が

、
西

洋

人

だ

け

に

、
お

前

方

が

、
夜

間

事

業

を

し

て

、
製

作

を

し

た

木

管

は

、
全

部

駄

目

に

成

つ

た

の

ぢ

や

、
會

社

は

材

料

は

損

失

だ

し

、
其

の

上

、
お

前

方

の

賃

金

を

仕

拂

ふ

と

言

ふ

事

は

、
會

社

の

經

濟

上

、
許

せ

な

い

の

だ

、
爲

め

に

、
此

の

結

果

を

見

た

の

だ

、
根

本

の

損

害

が

、
枝

葉

の

職

工

等

に

、
來

る

の

は

、
免

れ

な

い

事

ぢ

や

な

い

か

、
お

前

方

も

、
其

麼

無

理

な

事

を

云

う

て

社

長

を

虐

め

る

も

の

ぢ

や

な

い

。 

金

太 

御

尤

も

で

御

座

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

我

々

と

、

社

長

さ

ん

と

は

、

身

分

が

違

ひ

ま

す

の

で

。 

辰

三 

オ

イ

〱
、

金

太

、

何

を

云

つ

て

る

の

だ

え

、

何

に

が

御

尤

も

だ

え

、

此

方

へ

寄

つ

て

ゐ

ね

え

。 

 

（

ト

金

太

を

引

き

退

け

て

山

形

の

前

に

進

み

出

て

。
） 

 

辰

三 

オ

イ

支

配

人

さ

ん…
…

山

形

の

正

公…
…

 

山

形 

何

ん

だ

、

失

敬

な

、

正

公

な

ん

て

ッ

。 

辰

三 

手

前

は

山

形

の

正

吉

と

云

ふ

名

前

ぢ

や

ね

え

か

。

俺

も

、

此

の

會

社

の

雇

人

な

ら

、

支

配

人

だ

つ

て

雇

だ

え

、
正

公

と

云

つ

た

の

が

怎

う

し

た

、
サ

ア

、
金

太

に

云

つ

た

、
口

上

を

モ

ウ

一

度

言

つ

て

見

ろ

い

。 

山

形 

貴

樣

は

喧

嘩

を

賣

り

に

來

た

の

か

。 

辰

三 

時

節

柄

、

割

引

し

て

や

る

か

ら

、

俺

の

拳

骨

を

、

買

つ

て

見

ね

え

。 
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四

良

吉 

オ

イ

〱
辰

、
辰

、
其

れ

は

、
お

前

無

茶

ぢ

や

、
此

處

へ

寄

つ

て

い

ゝ

な

、
喧

嘩

や

な

い

の

や

よ

つ

て

な

ァ

。 

 
（

ト

辰

三

を

引

退

け

て

前

に

進

み

な

が

ら

。
） 

  

エ

へ

へ

ヽ

ヽ

ヽ

。 

 

（

ト

追

從

笑

ひ

を

し

な

が

ら

。
） 

 

支

配

人

さ

ん

、
辰

は

、
あ

ん

な

質

だ

す

さ

か

い

に

、
堪

忍

し

て

遺

つ

と

く

な

は

れ

、
詰

り

何

ん

だ

す

、
今

度

の

夜

業

の

錢

を

頂

け

ん

事

に

な

り

ま

し

た

の

か

い

な

ア

。 

山

形 

サ

ア

氣

の

毒

だ

け

れ

ど

も

、

會

社

は

、

損

害

の

上

の

損

害

、

到

底

拂

へ

な

い

事

に

な

つ

て

居

る

の

だ

。 

四

良

吉 

其

れ

は

、

ま

あ

御

尤

も

で…
…

。 

十

助 

馬

鹿

野

郞

。
何

に

を

云

つ

て

居

る

ん

で

え

、
此

方

へ

よ

つ

て

ゐ

ね

え

、
オ

イ

支

配

人

さ

ん

、
何

に

か

え

、

怎

う

し

て

も

、

拂

へ

ね

え

の

か

え

。 

 

（

ト

屹

度

駄

目

を

押

す

。
） 
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松

藏 

オ

イ

〱
爾

う

言

う

た

ら

、
又

支

配

人

さ

ん

か

て

、
御

立

腹

や

が

な

、
物

は

言

ひ

樣

う

や

が

な

、
物

の

言

ひ

樣

の

下

手

な

男

や

、

ア

、

ヘ

エ

ツ…
…

詰

り

な

ん

だ

す

か

、

其

の

エ

ヽ

、

何

ん

だ

す

な

ァ…
…

 

山

形 
お

前

の

言

ふ

事

は

更

に

要

領

を

得

な

い

。 

松

藏 

一

寸

、

誰

ぞ

變

つ

て

ん

か

。 

仲

吉 

ハ

ア

、

支

配

人

閣

下

。 

 

（

ト

前

に

出

て

敬

禮

を

し

て

。
） 

 

自

分

は

軍

隊

に

、

居

つ

た

者

で

有

り

ま

す

、

工

賃

仕

拂

ひ

に

な

ら

ん

と

云

ふ

の

は

、

上

官

の

命

令

で

有

り

ま

す

か

。 

山

形 

爾

う

だ

、

社

長

か

ら

の

命

令

だ

。 

仲

吉 

上

官

の

命

令

、

萬

止

む

を

得

ま

せ

ん

。 

 

（

ト

失

敬

し

て

元

の

處

へ

來

る

、

梅

吉

は

焦

れ

出

し

て

勢

ひ

能

く

。
） 

 

梅

吉 

オ

イ

支

配

人

、

俺

れ

は

、

丹

波

市

の

若

え

者

で

、

少

し

計

り

煩

い

人

閒

ぢ

や

、

大

體

。 
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（

ト

云

ひ

か

け

る

と

山

形

は

煩

さ

相

に

し

て

上

手

へ

行

き

か

け

る

、

と

金

太

は

ツ

カ

〱
と

前

へ

出

て

山

形

の

手

を

捕

へ

。
） 

 

金

太 

モ

シ

、

貴

方

、

話

も

極

め

ん

と

、

何

處

へ

行

き

な

さ

る

。 

山

形 

貴

樣

等

を

相

手

に

、

貴

重

な

、

時

閒

が

費

せ

る

か

。 

辰

三 

何

に

を

云

や

が

る

ん

だ

い

、

此

の

蚊

蜻

蛉

め

。 

 

（

ト

打

た

ん

と

す

る

時

上

手

よ

り

本

田

秀

吉

ツ

カ

〱
と

い

で

來

り

辰

三

の

振

り

上

げ

る

手

を

捕

へ

て

。
） 

 

本

田 

手

前

何

ん

と

云

ふ

、

眞

似

を

す

る

ん

だ

え

。 

 

（

ト

云

ふ

、

山

形

は

之

れ

に

勢

を

得

て

。
） 

 

山

形 

貴

樣

我

輩

を

打

つ

積

り

か

、
オ

ヽ

打

つ

て

見

よ

、
天

下

の

法

律

を

無

視

し

て

、
打

つ

て

見

よ

。
（

ト

强

く

な

る

） 

本

田 

山

形

さ

ん

、

其

麼

事

を

仰

有

つ

て

、

此

の

手

を

、

放

せ

ば

、

打

ち

兼

や

し

ま

せ

ん

よ

。 
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山

形 

夫

れ

で

は

其

の

手

を

放

す

な

。 
本

田 

大

丈

夫

で

す

か

、
貴

下

も

大

人

氣

な

い

ぢ

や

有

り

ま

せ

ん

か

、
多

寡

が

、
其

の

日

暮

し

の

職

工

相

手

に

、

天

下

の

法

律

も

、

御

座

い

ま

す

ま

い

、

ヤ

イ

お

前

等

又

、

何

ん

と

云

ふ

眞

似

を

す

る

の

だ

い

。 

金

太 
夫

れ

で

も

、

職

長

、

ま

だ

今

日

も

、

夜

業

の

勘

定

が

、

拂

う

て

貰

へ

ん

の

ぢ

や

が

な

。 

一

同 

オ

ヽ

爾

う

だ

〱
。 

 

（

ト

ロ

々

に

ワ

イ

〱
と

云

ふ

。
） 

 

本

田 

マ

ア

〱
い

ゝ

よ

〱
、
山

形

さ

ん

が

、
拂

は

ぬ

と

、
仰

有

る

の

ぢ

や

な

い

、
社

長

さ

ん

が

、
拂

は

ぬ

と

仰

有

る

の

ぢ

や

ら

う

、

さ

す

り

や

、

仕

方

が

な

い

ぢ

や

な

い

か

、

ね

え

山

形

さ

ん

。 

山

形 

宜

し

く

足

下

の

、

御

同

情

を

仰

ぐ

。 

辰

三 

あ

の

口

の

利

き

樣

が

、

癪

に

觸

る

の

だ

え

。 

本

田 

手

前

だ

つ

て

、
餘

り

、
宜

い

口

の

利

き

樣

ぢ

や

ね

え

や

、
山

形

さ

ん

、
濟

み

ま

せ

ん

で

し

た

、
今

皆

の

者

を

、

引

取

ら

し

ま

す

か

ら

、

御

安

心

な

す

つ

て

、

お

歸

り

下

さ

い

ま

し

。 

山

形 

ヨ

シ

、

職

長

の

權

利

を

持

つ

て

、

速

に

引

取

ら

す

べ

し

、

世

に

無

敎

育

の

奴

程

度

し

難

い

者

は

な

い

。 

金

太 

其

れ

が

、

怎

う

し

ま

し

た

の

や

。 

山

形 

何

に

か

ッ

。 
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本

田 

山

形

さ

ん

、

此

奴

が

馬

鹿

に

力

が

、

强

い

ん

で

す

よ

。 
山

形 

ア

ゝ

左

樣

か

イ

ヤ

失

敬

。 

 
（

ト

早

足

に

上

手

へ

引

返

す

。
） 

 

辰

三 

オ

イ

本

田

、

手

前

支

配

人

に

、

あ

ん

な

事

云

つ

た

つ

て

、

今

日

は

話

が

、

つ

か

な

き

や

歸

ら

ね

え

ぜ

。 

十

助 

俺

等

は

、

事

に

依

つ

た

ら

、

怎

う

と

、

覺

悟

を

し

て

居

る

の

だ

。 

梅

吉 

夜

が

明

け

た

つ

て

、

話

の

つ

く

迄

、

此

處

は

、

歸

ら

ね

え

。 

松

藏 

俺

等

も

、

其

の

積

り

で

、

懷

爐

入

れ

て

、

晚

飯

の

用

意

の

、

辨

當

ま

で

、

持

つ

て

來

て

居

る

の

ぢ

や

。 

四

良

吉 

俺

に

、

其

の

辨

當

半

分

お

吳

れ

や

。 

本

田 

皆

も

其

の

積

り

か

。 

一

同 

爾

う

だ

〱
。 

本

田 

モ

シ

モ

、

夜

通

し

、

恁

う

し

て

居

て

、

吳

れ

な

か

つ

た

ら

、

怎

う

す

る

積

り

だ

。 

仲

吉 

辰

の

奴

が

、

會

社

を

潰

す

と

云

よ

つ

て

、

俺

も

手

傳

ふ

の

ぢ

や

。 

本

田 

皆

も

其

の

積

り

か

。 

一

同 

爾

う

だ

〱
。 

本

田 

其

れ

ぢ

や

、
お

前

等

は

、
社

長

に

怨

み

が

、
な

う

て

、
喧

嘩

の

相

手

は

、
此

の

會

社

の

硝

子

窓

や

、
柱

に
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怨

み

が

有

る

の

か

へ

、

喧

嘩

の

相

手

は

此

の

會

社

の

建

物

か

え

、

昨

夜

か

ら

俺

が

、

あ

ん

な

に

止

め

て

も

、

遣

り

た

け

り

や

、

や

れ

サ

ア

此

の

煉

瓦

か

ら

、

壞

し

て

見

い

。 

 
（

ト

屹

度

な

つ

て

云

ふ

、

之

れ

に

て

皆

々

顏

見

合

せ

る

、

金

太

は

ポ

カ

ン

と

し

た

る

科

に

て

。
） 

 

金

太 

矢

張

り

役

者

が

、

一

枚

上

ぢ

や

わ

い

。 

辰

三 

何

に

を

、

云

や

が

る

ん

で

え

。 

金

太 

何

に

を

、
云

う

て

、
お

前

本

田

の

云

ふ

事

と

、
俺

の

言

ふ

事

と

、
同

じ

事

ぢ

や

が

な

、
詰

り

、
馬

の

お

腹

で

、

同

腹

や

が

な

。 

辰

三 

何

に

を

言

や

が

る

ん

だ

え

、

オ

イ

本

田

、

手

前

其

の

位

ゐ

言

ふ

の

な

ら

、

此

の

話

を

つ

け

て

、

一

週

間

の

、

夜

業

の

賃

金

、

一

人

前

八

十

四

錢

と

云

ふ

物

を

、

屹

度

取

つ

て

吳

れ

る

か

え

、

大

丈

夫

か

え

。 

本

田 

其

程

、
俺

れ

が

、
便

り

無

け

り

や

、
手

前

等

勝

手

に

し

ろ

い

、
昨

夜

五

十

人

の

、
口

を

揃

へ

て

、
俺

に

任

す

と

、

云

つ

て

吳

れ

た

ぢ

や

な

い

か

。 

四

良

吉 

其

れ

見

い

、
職

長

が

怒

つ

て

居

る

が

な

、
俺

は

始

め

か

ら

ス

ト

ラ

イ

キ

は

、
不

可

と

い

う

て

、
居

る

の

ぢ

や

、

ナ

ア

の

皆

の

連

中

。 

一

同 

爾

う

ぢ

や

〱
。 
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（

ト

ロ

々

に

云

ふ

。
） 

 

辰

三 

オ

イ

〱
其

麼

に

、

云

ふ

と

、

俺

れ

一

人

が

、

暴

れ

者

に

な

る

ぢ

や

ね

え

か

。 

金

太 
お

前

一

人

ぢ

や

が

な

、

二

つ

言

目

に

は

、

會

社

を

潰

せ

〱
と

云

ふ

の

は

。 

辰

三 

何

に

、
云

や

が

る

ん

だ

え

、
昨

夜

の

寄

合

に

、
手

前

が

、
一

番

先

き

に

、
石

油

で

一

番

の

職

場

へ

火

を

注

け

る

と

吐

し

た

ぢ

や

ね

え

か

、

酒

を

食

ら

ひ

や

が

つ

て

。 

金

太 

今

爰

で

、

其

麼

事

言

ひ

な

い

な

ア

、

あ

れ

は

、

酒

の

上

や

が

な

。 

本

田 

金

太

、
手

前

だ

つ

て

、
宜

く

ね

え

ぞ

、
馬

鹿

力

が

有

る

だ

け

に

、
直

ぐ

其

麼

事

を

、
吐

し

や

が

る

の

だ

。 

金

太 

堪

忍…
…

。 

十

助 

マ

ア

本

田

、
我

慢

し

て

、
賃

金

貰

つ

て

吳

ん

ね

え

、
俺

等

は

此

の

、
八

十

四

錢

を

宛

に

し

て

、
嬶

の

、
襦

袢

を

、

買

つ

た

の

だ

か

ら

ね

え

。 

 

（

ト

皆

を

振

り

見

て

。
） 

 

オ

イ

皆

茫

然

ぼ

ん

や

り

せ

ず

と

、

職

長

に

、

賴

み

ね

え

〱
。 

 

一

同 

職

長

賴

む

よ

〱
〱
。 
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（

ト

ロ

を

揃

へ

て

云

ふ

と

本

田

の

傍

へ

寄

る

。

本

田

は

一

同

の

顏

を

ジ

ツ

ト

打

眺

め

て

溜

息

を

つ

き

。
） 

 

本

田 
ア

ゝ

皆

も

、
氣

の

毒

だ―

鬼

で

も

、
取

ッ

組

む

、
荒

男

許

り

だ

が

、
貧

乏

に

は

叶

は

ね

え

な

ア

、
ヨ

シ

俺

れ

も

職

長

と

か

、
兄

イ

と

か

、
言

は

れ

て

居

る

の

だ

か

ら

、
屹

度

社

長

に

逢

つ

て

、
貰

つ

て

、
遺

る

か

ら

、
今

晚

の

十

時

迄

待

つ

て

吳

れ

、
此

處

の

社

長

だ

つ

て

、
積

川

淸

と

云

へ

ば

、
隨

分

世

閒

で

、
羽

振

り

の

利

い

た

方

な

ん

だ

か

ら

、
之

れ

か

ら

俺

れ

が

、
御

目

に

掛

つ

て

、
譯

を

話

し

や

、
萬

更

判

ら

ね

え

人

で

も

な

か

ら

う

、
だ

か

ら

、
一

ト

先

づ

溫

順

し

く

皆

內

へ

歸

つ

て

吳

れ

い

、
手

前

等

が

、
此

處

に

居

て

吳

れ

る

と

、

何

ん

だ

か

、

尻

押

を

さ

れ

て

來

た

樣

で

、

俺

れ

も

、

話

が

仕

憎

い

か

ら

ね

え

、

俺

の

、

顏

を

立

て

ゝ

、

一

ト

先

づ

、

歸

つ

て

居

て

吳

れ

。 

辰

三 

ヨ

シ

夫

れ

ぢ

や

、
萬

事

兄

貴

に

賴

ん

で

、
一

ト

先

づ

皆

ん

な

、
引

取

ら

う

よ

、
然

し

、
お

前

が

、
話

に

行

つ

て

吳

れ

て

、

社

長

の

口

か

ら

、

怎

う

し

て

も

、

拂

は

ね

え

と

言

へ

ば

、

お

前

は

怎

う

す

る

積

り

だ

。 

本

田 

爾

う

だ

な

ア

、

若

し

も

話

が

つ

か

な

け

り

や

。 

 

（

ト

腕

組

を

し

て

深

く

考

へ

込

む

金

太

は

突

然

に

。
） 

 

金

太 

火

を

點

け

よ

う

か

。 
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本

田 

馬

鹿

め

ッ

。 

 

（

ト

叱

り

飛

ば

し

て

睨

み

付

け

る

が

木

の

頭

、

金

太

は

不

首

尾

の

科

し

、

皆

々

本

田

の

傍

へ

集

り

て

ヒ

ソ

〱
と

密

談

を

す

る

此

の

模

樣

に

て

宜

し

く

靜

に

道

具

一

轉

す

る

。
） 

   
 

 

二
、
本
田
秀
吉
宅
の
場 

 

本

舞

臺

、
二

重

人

形

飾

り

、
上

下

落

間

、
上

手

に

裏

長

屋

の

便

所

へ

通

る

庭

先

を

見

せ

、
古

び

た

る

植

木

棚

に

緣

日

の

安

物

の

植

木

が

二

三

素

燒

の

鉢

に

植

ゑ

て

並

べ

有

る

。

正

面

上

手

に

新

聞

張

交

ぜ

の

障

子

、

其

の

上

に

古

き

神

棚

、

其

の

上

手

に

間

中

の

押

入

、

其

上

に

古

き

箱

を

佛

壇

に

し

て

、

中

に

古

き

大

師

の

像

に

位

牌

、
花

立

、
蠟

燭

立

、
等

有

り

て

、
明

火

を

上

げ

有

る

。
其

の

前

に

古

き

竹

の

臺

に

五

分

心

洋

燈

に

破

れ

た

る

紙

の

笠

を

冠

せ

て

有

る

、

正

面

は

間

中

の

落

間

に

な

り

表

口

の

心

、

其

の

向

に

古

新

聞

に

て

破

れ

た

る

處

を

、

切

り

張

り

し

た

る

腰

高

の

障

子

續

い

て

下

手

に

古

き

欞

子

窓

の

裏

を

見

せ

る

、

之

れ

に

小

障

子

を

は

め

有

る

下

手

に

臺

所

口

を

見

せ

、
置

竃

、
蠅

不

入

等

を

置

き

蠅

入

ら

ず

の

上

に

櫃

、
膳

、
布

巾

、
茶

碗

、
箸

箱

、
小

鉢

に

漬

物

を

入

れ

載

せ

て

有

る

其

の

橫

に

古

き

米

櫃

、
涼

爐

、
團

扇

、
土

甁

、
茶

呑

茶

碗

、

炭

箱

等

を

置

き

涼

爐

に

は

大

土

鍋

を

掛

け

て

本

物

の

飯

を

焚

き

居

る

事

、

平

舞

臺

に

は

一

面

坊

主

疊

、

角
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火

鉢

、

破

れ

た

る

座

蒲

團

二

三

枚

上

手

に

古

き

衝

立

に

本

田

秀

吉

の

着

替

の

綿

入

、

手

拭

、

古

き

メ

リ

ヤ

ス

の

シ

ヤ

ツ

等

を

掛

け

有

る

。

總

て

秀

吉

宅

裏

長

屋

の

體

に

て

誂

へ

の

囃

子

に

て

道

具

納

る

。 

ト

父

爲

吉

は

涼

爐

の

土

鍋

よ

り

飯

櫃

に

飯

を

移

し

居

る

、

宜

き

處

へ

正

面

入

口

よ

り

娘

義

太

夫

お

み

ね

肩

付

き

義

太

夫

娘

の

拵

に

て

淨

瑠

璃

三

味

線

を

持

ち

編

笠

を

冠

り

入

口

の

外

よ

り

顏

を

出

し

。 

 

お

み

ね 

今

ば

ん

は

。 

爲

吉 

オ

ヽ

お

み

ね

さ

ん

、

今

お

歸

り

か

え

。 

お

み

ね 

ア

イ

今

日

は

朝

か

ら

、

出

た

の

ぢ

や

。 

爲

吉 

こ

れ

か

ら

又

晚

は

、

色

町

へ

流

ぢ

や

な

ア

。 

お

み

ね 

イ

ヽ

エ

、
今

晚

は

、
長

屋

の

衆

の

註

文

だ

、
內

で

義

太

夫

の

會

ぢ

や

、
二

錢

宛

の

、
持

ち

合

ひ

ぢ

や

、
聞

き

に

お

い

で

な

さ

れ

。 

爲

吉 

ア

ヽ

折

角

子

供

等

に

、

甘

い

漬

物

を

、

食

は

さ

う

と

思

う

て

買

つ

て

置

い

た

の

に

、

災

難

ぢ

や

が

な

ア

ハ

ハ

ヽ

ヽ

ヽ

。 

お

み

ね 

違

ひ

な

し

ぢ

や

、

お

ぢ

さ

ん

、

お

飯

焚

か

い

な

ア

。 

爲

吉 

今

、

ヤ

ツ

ト

出

來

上

つ

た

の

ぢ

や

。 

お

み

ね 

お

た

か

は

ん

は

、

ま

だ

か

い

な

ア

。 

爲

吉 

お

高

も

兄

も

、
ま

だ

ぢ

や

、
此

の

頃

は

、
チ

ヨ

イ

〱
會

社

に

、
夜

業

が

、
有

る

の

で

今

晚

も

亦

爾

う

か
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と

、

思

う

て

居

る

の

ぢ

や

。 
お

み

ね 

兄

さ

ん

も

、

お

高

さ

ん

も

宜

う

働

い

て

や

な

。 

爲

吉 

サ

ア

お

蔭

で

、

兄

妹

仲

宜

う

働

い

て

、

私

し

を

大

事

に

掛

け

て

吳

れ

る

の

で

、

幸

福

者

ぢ

や

と

思

う

て

居

る

の

ぢ

や

。 

お

み

ね 

を

ぢ

さ

ん

、 

飯

焦

げ

て

居

る

と

見

え

て

、

焦

げ

臭

い

で

。 

爲

吉 

ア

ッ

し

も

た

、

涼

爐

か

ら

、

下

ろ

さ

ず

に

、

移

し

て

居

る

の

ぢ

や

が

な

ア

ハ

ハ

ヽ

ヽ

ヽ

。 

 

（

ト

此

の

時

下

手

に

て

。
） 

 

金

太 

其

麼

馬

鹿

な

事

が

、

有

る

か

え

〱
。 

本

田 

ま

あ

〱
、

靜

か

に

せ

い

〱
。 

 

（

ト

此

聲

に

て

お

み

ね

は

一

寸

下

手

を

見

て

。
） 

 

お

み

ね 

ア

ヽ

兄

さ

ん

が

、

歸

つ

て

來

た

ぜ

。 

爲

吉 

何

ん

ぢ

や

大

き

な

聲

を

出

し

て

居

ろ

な

ア

。 
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（

ト

此

の

內

お

み

ね

は

入

口

を

見

て

。
） 

 

お

み

ね 

何

時

も

來

る

金

太

さ

ん

と

一

緖

ぢ

や

で

。 

爲

吉 
金

太

が

、

酒

を

呑

ん

で

居

る

の

か

い

な

ア

。 

 

（

ト

宜

し

く

捨

臺

詞

の

內

、

下

手

よ

り

本

田

先

き

に

金

太

以

前

の

姿

に

て

出

で

來

り

入

口

へ

這

入

る

。
） 

 

本

田 

お

親

父

さ

ん

、

今

歸

つ

た

。 

金

太 

お

爺

さ

ん

、

今

晚

は

。 

 

（

ト

大

き

な

聲

で

言

ふ

。
） 

 

爲

吉 

金

さ

ん

、

偉

い

勢

ひ

ぢ

や

な

ア

。 

金

太 

一

寸

怒

つ

て

ゐ

る

の

ぢ

や

。 

お

み

ね 

又

、

酒

呑

ん

で

居

る

な

ア

。 

金

太 

誰

が

酒

呑

ん

で

居

る

か

え

、

素

面

ぢ

や

え

。 

お

み

ね 

ハ

ア

ン

、

不

景

氣

や

で

、

酒

呑

ま

ん

と

、

醉

う

て

居

る

ん

や

な

ア

。 
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金

太 

何

に

を

、

吐

し

や

が

る

ん

だ

い

。 

 

（

ト

手

を

振

り

上

げ

る

。
） 

 

お

み

ね 

オ

ゝ

怖

は

〱
。 

 

（

ト

言

ひ

〱
三

味

線

を

抱

へ

て

表

へ

出

で

行

く

本

田

は

此

の

內

二

重

へ

上

り

。
） 

 

本

田 

オ

イ

金

太

、

靜

に

し

て

く

れ

、

隣

は

、

壁

一

重

だ

よ

。 

金

太 

だ

つ

て

、

あ

ん

ま

り

判

ら

ん

や

な

い

か

。 

爲

吉 

金

さ

ん

、

何

に

を

、

怒

つ

て

居

る

の

ぢ

や

い

な

。 

金

太 

お

爺

さ

ん

聞

い

て

。 

本

田 

ヤ

イ

金

太

、
何

に

を

言

や

が

る

ん

だ

い

、
年

寄

に

、
其

麼

事

を

聞

か

し

て

、
心

配

さ

し

て

吳

れ

る

な

い

、

手

前

の

樣

な

目

先

き

の

見

え

ね

え

奴

て

も

の

は

、
有

る

も

の

ぢ

や

ね

え

、
宜

い

か

ら

、
俺

に

、
任

し

て

置

け

、

社

長

が

お

留

守

な

ん

だ

か

ら

、

仕

方

が

ね

え

ぢ

や

ね

え

か

。 

金

太 

そ

れ

が

、

留

守

使

う

て

、

け

つ

か

る

の

ぢ

や

。 

本

田 

サ

ア

假

令

、
爾

う

で

も

、
俺

が

、
モ

一

度

、
飯

を

喰

つ

て

か

ら

、
行

く

の

ぢ

や

ね

え

か

、
手

前

今

晚

の

十



23 

時

迄

で

、

俺

に

任

し

た

の

ぢ

や

ね

え

か

、

ま

だ

今

八

時

前

ぢ

や

ね

え

か

、

モ

ウ

二

時

間

位

ゐ

我

慢

が

出

來

ね

え

の

か

、

我

慢

が

出

來

な

き

や

、

怎

う

で

も

、

勝

手

に

し

ろ

。 

 
（

と

ポ

ン

と

云

ひ

捨

て

る

金

太

は

面

を

膨

ら

し

て

無

言

の

儘

手

荒

く

入

口

を

開

け

て

又

ピ

ツ

シ

ヤ

リ

と

荒

く

閉

め

て

ツ

ツ

ト

這

入

る

、

爲

吉

は

呆

れ

て

後

を

見

送

り

居

る

。
） 

 

爲

吉 

偉

い

勢

ぢ

や

な

ア

、

秀

よ

、

怎

う

し

た

の

ぢ

や

い

。 

本

田 

ナ

ニ…
…

心

配

な

事

で

も

ね

え

の

だ

、
相

變

ら

ず

、
酒

呑

み

や

が

つ

て

會

社

へ

金

貸

せ

〱
と

吐

す

の

だ

、

本

統

に

、

あ

ん

な

奴

つ

て

有

る

も

の

ぢ

や

ね

え

。 

爲

吉 

ア

ヽ

爾

う

か

、
金

太

さ

ん

も

、
好

い

人

ぢ

や

が

、
酒

が

病

ぢ

や

な

ア

、
私

し

や

又

何

事

か

と

思

う

て

、
喫

驚

し

た

。 

 

（

ト

此

の

內

本

田

秀

吉

は

事

業

服

を

脫

ぎ

か

け

る

爲

吉

は

衝

立

の

着

物

を

後

よ

り

着

せ

か

け

る

。
） 

 

本

田 

父

さ

ん

宜

い

よ

、

打

遣

つ

て

置

い

て

下

さ

い

。 

 

（

ト

捨

白

詞

に

て

着

物

を

着

替

へ

る

爲

吉

は

膳

、

飯

櫃

等

を

前

に

持

ち

來

り

て

。
） 
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爲

吉 

サ

ア

〱
腹

が

空

つ

た

で

あ

ら

う

、
今

日

は

、
お

前

の

好

き

な

、
鮭

の

鹽

燒

が

有

る

か

ら

、
お

父

さ

ん

が

、

久

し

振

り

で

、

飯

炊

い

て

な

ア

、

焦

か

し

て

な

ア…
…

。 

本

田 
父

さ

ん

が

、

炊

い

た

の

か

い

。 

爲

吉 

爾

う

ぢ

や

。 

本

田 

お

高

は

怎

う

し

た

ん

だ

い

。 

爲

吉 

ま

だ

會

社

か

ら

、

歸

ら

ん

ぞ

。 

本

田 

冗

談

云

つ

ち

や

い

け

ね

え

、

彼

奴

は

今

日

用

が

あ

る

と

云

つ

て

、

十

二

時

限

り

で

、

會

社

を

休

ん

で

歸

つ

た

と

、
職

場

で

聞

い

た

よ

、
夫

れ

に

ま

だ

歸

ら

ね

え

、
畜

生

、
何

處

へ

行

つ

て

居

や

が

る

の

だ

、
又

活

動

寫

眞

へ

で

も

、

潛

り

込

ん

で

、

ゐ

や

が

る

の

だ

な

ァ

、

畜

生

、

仕

方

の

無

い

女

だ

。 

爲

吉 

イ

ヤ

〱
秀

よ

、

お

高

は

十

二

時

過

ぎ

に

、

歸

つ

て

來

て

な

ア

。 

本

田 

夫

れ

か

ら

、

怎

う

し

た

ん

だ

。 

爲

吉 

エ

ヽ

あ

の…
…

風

呂

へ

行

く

と

い

う

て

な

ア

。 

本

田 

十

二

時

か

ら

、

お

湯

へ

行

つ

て

、

ま

だ

歸

ら

ね

え

の

で

す

か

え

。 

爲

吉 

夫

れ

か

ら

歸

つ

て

、

金

比

羅

さ

ん

へ

參

る

と

、

言

う

て

な

ア

。 

本

田 

讃

岐

の

で

す

か

え

。 

爲

吉 

イ

ヽ

ヤ

、

橫

町

の

。 
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本

田 

誰

れ

と

で

す

え

。 
爲

吉 

エ

ヽ…
…

あ

の

隣

の

か

み

さ

ん

と

。 

本

田 

隣

り

の

か

み

さ

ん

と

、

隣

の

、

か

み

さ

ん

は

、

昨

日

國

へ

歸

つ

た

よ

。 

爲

吉 
其

の

又

お

國

の…
…

。 

本

田 

何

に

を

云

つ

て

る

ん

だ

よ

父

さ

ん

何

に

も

俺

に

、

氣

兼

し

て

、

其

麼

嘘

を

言

つ

て

吳

れ

な

く

と

も

宜

い

ぢ

や

な

い

か

、
一

人

よ

り

、
無

い

女

の

子

だ

か

ら

、
父

さ

ん

の

、
可

愛

い

の

も

無

理

は

ね

え

が

、
餘

ん

ま

り

甘

い

と

、
爲

に

な

ら

ね

え

、
女

は

十

六

と

云

や

、
一

人

前

だ

モ

ウ

劍

呑

な

年

頃

だ

、
半

日

も

行

方

を

知

ら

さ

ね

え

で

、
親

に

飯

を

炊

す

て

え

、
不

孝

者

が

あ

り

ま

す

か

え

、
歸

つ

て

來

や

が

つ

た

ら

、
只

置

か

ね

え

。 

爲

吉 

爾

う

怒

つ

て

遣

り

な

い

な

ア

、
あ

れ

か

て

十

六

と

云

へ

ば

、
遊

び

盛

り

の

最

中

ぢ

や

、
之

れ

が

、
每

度

と

云

ふ

譯

ぢ

や

な

し

、
今

日

始

め

て

や

な

い

か

、
お

父

さ

ん

が

、
歸

つ

た

ら

、
叱

る

よ

つ

て

に

な

ア

、
お

前

が

ガ

ン

〱
吐

つ

て

や

り

な

や

、
氣

の

弱

い

處

へ

、
蟲

の

氣

が

有

る

よ

つ

て

に

な

ア

、
蟲

で

も

出

て

見

い

な

、
又

心

配

や

が

な

ア

、
堪

忍

し

て

や

り

、
エ

ヽ

お

前

も

飯

喰

べ

た

ら

、
十

錢

上

げ

る

よ

つ

て

、
活

動

へ

行

つ

て

お

い

で

。 

本

田 

お

父

さ

ん

、

俺

は

三

十

二

だ

よ

。 

爲

吉 

三

十

二

で

も

、

活

動

見

ら

れ

る

が

な

。 

本

田 

ヘ

イ

〱
有

難

う

御

座

い

ま

す

。 
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爲

吉 

イ

ヽ

エ

怎

う

致

し

ま

し

て

。 

 

（

ト

此

の

時

正

面

の

入

口

よ

り

お

高

は

工

女

の

姿

、

桃

割

の

髮

を

結

ひ

、

亂

れ

毛

を

出

し

て

手

に

は

料

理

屋

の

折

を

持

ち

懷

中

に

十

六

形

の

鎖

付

き

金

時

計

サ

ツ

ク

入

を

入

れ

て

窃

つ

と

不

首

尾

に

入

口

を

開

け

て

。
） 

 

お

高 

只

今…
…

。 

 

（

ト

叮

嚀

に

兩

手

を

つ

く

、

爲

吉

は

ハ

ツ

ト

思

入

す

る

、

本

田

は

ジ

ロ

リ

と

お

高

を

眺

め

た

儘

、

飯

を

喰

つ

て

居

る

、

爲

吉

は

お

高

を

座

敷

へ

上

げ

て

、

手

眞

似

で

兄

が

怒

つ

て

居

る

、

と

知

ら

す

、

お

高

は

モ

ジ

〱
す

る

、
爲

吉

は

謝

れ

と

仕

方

を

す

る

お

高

は

折

を

爲

吉

に

渡

し

て

下

手

へ

坐

し

叮

嚀

に

手

を

つ

い

て

。
） 

 

お

高 

兄

さ

ん

、

遲

く

な

つ

て

、

濟

み

ま

せ

ん

。 

 

（

ト

本

田

は

ジ

ロ

リ

と

睨

ん

だ

儘

無

言

で

又

飯

を

喰

ふ

。
） 

 

爲

吉 

秀

よ

、

謝

つ

て

居

る

の

ぢ

や

、

何

ん

と

か

言

う

て

や

り

な

ア

。 
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本

田 

お

早

う

御

座

い

ま

す

。 

 

（

ト

無

愛

想

に

云

ふ

、

お

高

は

稍

々

淚

組

ん

で

居

る

、

爲

吉

は

お

高

を

下

手

へ

寄

せ

て

火

鉢

を

傍

へ

遣

り

勞

は

つ

て

や

る

事

有

つ

て

。
） 

 

爲

吉 

モ

ウ

捨

て

ゝ

置

き

〱
、
兄

さ

ん

は

、
今

日

一

寸

御

機

嫌

が

惡

い

の

ぢ

や

、
サ

ア

〱
塞

む

か

つ

た

で

あ

ら

う

、

サ

ア

〱
暖

れ

〱
、

お

前

今

迄

何

處

へ

行

つ

て

居

た

の

ぢ

や

エ

ヽ

。 

お

高 
…

…
…

…

。 

 

（

ト

無

言

に

て

俯

向

き

居

る

。
） 

 

爲

吉 

お

前

泣

い

て

居

る

の

か

、
夫

れ

見

よ

秀

よ

、
泣

い

て

居

る

ぢ

や

な

い

か

い

、
始

め

か

ら

、
私

し

が

云

う

て

居

る

の

ぢ

や

、
氣

の

弱

い

子

ぢ

や

と

云

う

て

居

る

の

ぢ

や

、
泣

か

い

で

も

宜

い

わ

え

〱
、
兄

さ

ん

は

な

、

お

父

さ

ん

が

、

叱

つ

て

や

る

〱
、

爾

う

し

て

此

折

は

何

ん

ぢ

や…
…

エ

ヽ

怎

う

し

た

の

ぢ

や

。 

お

高 

頂

い

た

の…
…

。 

爲

吉 

オ

ヽ

爾

う

か

誰

れ

に

ぢ

や

、

エ

ヽ

お

友

達

に

か

え

オ

ヽ

そ

う

か

〱
其

れ

で

兄

さ

ん

に

持

つ

て

歸

つ

た

の

か

。 
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お

高 
…

…
…

…

。
（

首

肯

く

） 
爲

吉 

そ

れ

見

い

よ

秀

よ

、
お

前

は

、
ガ

ン

〱
云

う

て

も

、
矢

張

り

遊

び

に

行

て

も

、
お

前

に

喰

は

し

た

い

と

、

思

う

て

自

分

が

喰

は

ず

に

、

チ

ヤ

ン

ト

、

持

つ

て

歸

つ

て

居

る

ぢ

や

な

い

か

え

、

此

處

が

兄

妹

ぢ

や

。 

 

（

ト

云

ひ

つ

ゝ

折

を

開

け

て

見

て

。
） 

 

イ

ヨ

ー

こ

れ

は

〱
、

御

馳

走

ぢ

や

、

玉

子

の

厚

燒

に

蒲

鉾

ぢ

や

恰

度

飯

喰

う

て

居

る

時

ぢ

や

、

サ

ア

〱
機

嫌

直

し

て

、

喰

う

て

や

つ

て

お

く

れ

〱
。 

 

（

ト

本

田

の

傍

へ

下

手

か

ら

立

ち

な

が

ら

出

す

。
） 

 

本

田 

大

き

に

御

馳

走

樣

だ

。 

 

（

ト

皮

肉

に

云

ひ

な

が

ら

玉

子

を

挾

ん

で

グ

ツ

ト

折

の

儘

引

寄

せ

、

ズ

ツ

ト

、

お

高

の

傍

へ

行

き

。
） 

 

オ

イ

お

高

。 

お

高 
…

…
…

…

。 
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本

田 

高

つ

た

ら

、

高

ツ

。 

 

（

ト

切

張

り

言

ふ

ト

隣

り

に

て

柳

の

キ

ヤ

リ

の

淨

瑠

璃

の

三

味

線

を

微

に

聞

か

す

。
） 

 
手

前

、

此

の

折

は

、

誰

れ

に

貰

ら

つ

て

來

た

の

だ

。 

 

爲

吉 

秀

よ

、

誰

れ

で

も

、

宜

い

ぢ

や

な

い

か

、

今

日

は

お

前

餘

ッ

程

怎

う

か

し

て

居

る

な

ア

。 

本

田 

イ

ヤ

お

父

さ

ん

、
不

可

ね

え

、
此

の

馳

走

と

、
折

の

卵

を

見

な

せ

え

、
住

の

江

の

風

月

の

御

馳

走

だ

、
此

方

人

の

樣

な

、
貧

乏

人

が

、
夢

に

も

喰

へ

る

、
御

馳

走

ぢ

や

ね

え

、
慥

に

變

ん

た

、
父

さ

ん

、
怎

う

か

、

暫

ら

く

、

默

つ

て

居

て

下

さ

い

よ

。

サ

ア

お

高

、

誰

れ

に

貰

ら

つ

た

、

云

つ

て

し

ま

へ

、

言

は

な

け

り

や

、

毆

る

ぞ

。 

 

（

ト

爲

吉

と

顏

見

合

せ

て

氣

味

合

。
） 

 

サ

ア

、

兄

さ

ん

は

叱

り

や

し

な

い

か

ら

、

サ

ア

誰

れ

に

貰

つ

た

の

だ

、

サ

ア

言

ひ

ね

え

言

ひ

ね

え

。 

 

（

ト

色

々

と

尋

ね

ら

れ

て

お

高

は

口

の

內

に

て

。
） 
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お

高 

社

長

樣

に…
…

。 

 
（

ト

微

に

答

へ

る

。
） 

 

本

田 

ナ

ニ

、

社

長

さ

ん

だ…
…

會

社

の

か

え

。 

 

（

ト

お

高

首

肯

く

。
） 

 

會

社

の

社

長

さ

ん

に

、

何

處

で

貰

つ

た

。 

 

お

高 

住

の

江

公

園

の

風

月

樓

で…
…

。 

本

田 

お

前

風

月

な

ん

て

處

へ

、

誰

れ

と

行

つ

た

の

だ

。 

 

（

ト

强

く

尋

ね

る

。

爲

吉

は

ハ

ラ

〱
し

な

が

ら

。
） 

 

爲

吉 

モ

ツ

ト

、

優

し

う

聞

い

て

や

り

い

な

ア

。 
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本

田 

父

さ

ん

默

つ

て

、

居

な

さ

い

。 

 

（

ト

又

顏

見

合

し

て

氣

味

合

。
） 

 
サ

ア

、

有

り

の

儘

を

、

言

つ

て

吳

れ

い

。 

お

高 

今

日

ね

え

、

社

長

さ

ん

が

、

仕

事

場

へ

見

え

て

ね

え…
…

。

一

寸

用

が

有

る

と

仰

在

る

か

ら…
…

仕

事

を

止

し

て

お

供

を

し

て

行

た

ら…
…

裏

門

に

自

動

車

が

有

つ

た

の…
…

。 

爲

吉 

あ

の

ボ

ー

〱
と

云

う

て

走

る

車

ぢ

や

な

ア

。 

本

田 

默

つ

て

居

な

せ

え

、

其

れ

か

ら

怎

う

し

た

。 

お

高 

こ

れ

へ

乘

れ

と

仰

有

る

か

ら

、

乘

つ

た

の…
…

。 

本

田 

手

前

、

怎

ん

な

考

へ

で

、

其

れ

へ

乘

つ

た

の

だ

。 

お

高 

何

に

も

、

考

へ

無

い

で

乘

つ

た

の

。 

本

田 

フ

ム…
…

其

れ

か

ら

怎

う

し

た

。 

お

高 

す

る

と

、

住

の

江

の

、

風

月

と

云

ふ

內

へ

行

つ

た

の…
…

其

處

で

御

馳

走

に

な

つ

た

の

。 

本

田 

お

前

と

社

長

と

二

人

切

り

か

え

。 

お

高 

エ

ヽ

社

長

さ

ん

が

ね

え

、

お

前

が

仕

事

を

、

能

く

し

て

吳

れ

る

か

ら

、

御

襃

美

に

御

馳

走

を

す

る

つ

て

ね

え

。 
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爲

吉 

ア

ヽ

成

る

程

。 
本

田 

成

程

つ

て

判

つ

て

居

る

の

で

す

か

え

。 

爲

吉 

判

つ

て

居

い

で

か

え

、
此

の

子

が

、
勉

强

す

る

も

の

ぢ

や

で

、
社

長

さ

ん

は

、
御

目

が

高

い

わ

え

、
其

れ

で

、

御

襃

美

に

連

れ

て

行

き

な

さ

つ

た

の

ぢ

や

。 

本

田 

父

さ

ん

、
お

前

さ

ん

は

、
何

處

ま

で

、
人

が

良

い

の

だ

、
多

寡

が

、
女

工

の

襃

美

に

、
誰

れ

が

風

月

あ

た

り

へ

連

れ

て

行

く

も

の

か

、

能

く

胸

に

手

を

お

い

て

、

考

へ

て

見

て

下

せ

え

。 

 

（

ト

爲

吉

は

胸

に

手

を

あ

て

ゝ

、

ヂ

ツ

ト

考

へ

る

。
） 

 

本

田 

サ

ア

お

高

、
云

つ

て

仕

舞

へ

、
其

の

外

に

何

か

仰

在

つ

た

ゞ

ろ

。
サ

ア

御

馳

走

の

外

に

何

か

、
貰

つ

た

ら

う

。

何

に

、

貰

は

ね

え

、

箆

棒

め

貰

は

ね

え

譯

は

ね

え

。 

 

（

ト

お

高

の

懷

中

を

見

て

。
） 

 

手

前

の

、

懷
ふ
と
こ
ろ

中

の

、

脹ふ

く

ら

ん

で

居

る

の

は

な

ん

だ

。 

 

（

ト

云

は

れ

て

お

高

は

隱

す

。
） 
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何

に

を

、

隱

す

の

だ

え

。

之

れ

は

何

ん

だ

。 

 
（

ト

無

理

に

お

高

の

懷

中

へ

手

を

入

れ

て

十

六

形

サ

ツ

ク

入

の

時

計

を

取

り

出

し

て

驚

き

な

が

ら

。
） 

 

父

さ

ん

、

之

れ

を

見

さ

せ

え

。 

爲

吉 

其

れ

は

何

ん

ぢ

や

。 

本

田 

時

計

だ

よ

。 

 

（

ト

サ

ツ

ク

を

開

け

て

爲

吉

に

見

せ

る

爲

吉

は

時

計

丈

け

を

取

り

上

げ

て

、
） 

 

爲

吉 

イ

ヨ

ー

見

事

な

も

の

ぢ

や

な

ア

。 

 

（

ト

見

る

サ

ツ

ク

の

中

に

時

計

屋

の

保

險

證

の

有

る

を

本

田

は

心

附

き

夫

れ

を

取

り

出

し

て

見

る

。
） 

 

本

田 

十

六

形

丸

金

女

持

懷

中

時

計

代

價

五

十

二

圓

也

。 
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（

ト

讀

む

爲

吉

も

不

審

ら

し

く

。
） 

 

爲

吉 

秀

よ

、

恁

麼

物

を

、

下

さ

る

樣

で

は

、

こ

り

や

、

只

事

ぢ

や

な

い

で

。 

本

田 
父

さ

ん

、

分

つ

た

ら

う

。 

爲

吉 

判

つ

た

、
こ

り

や

社

長

さ

ん

が

、
お

高

に

惚

れ

て

御

座

る

の

ぢ

や

、
エ

ヽ

兄

よ

、
結

構

ぢ

や

な

い

か

え

。 

本

田 

父

さ

ん

結

構

か

え

。 

爲

吉 

結

構

ぢ

や

な

い

か

え

、
其

の

日

暮

し

の

、
我

々

の

樣

な

も

の

の

娘

が

、
會

社

の

社

長

さ

ん

に

、
惚

れ

て

頂

く

と

は

、

結

構

ぢ

や

な

い

か

え

。 

本

田 

そ

れ

ぢ

や

、

此

奴

を

十

六

ま

で

、

育

て

た

の

は

、

金

持

の

玩

弄

に

す

る

積

り

で

、

育

て

た

の

か

え

。 

爲

吉 

エ

ツ

。 

本

田 

俺

れ

や

情

け

ね

え

や

、
貧

乏

す

る

と

、
其

麼

氣

に

な

る

か

え

、
父

さ

ん

昔

の

內

の

身

分

で

も

、
矢

張

り

其

麼

に

云

つ

て

喜

ぶ

か

え

、

我

々

兄

妹

は

、

昔

し

は

お

乳

母

育

ち

だ

と

、

能

く

寢

物

語

に

言

つ

た

ぢ

や

な

い

か

え

、

其

の

時

分

に

、

五

十

圓

の

時

計

で

娘

を

玩

弄

に

さ

れ

て

も

結

構

だ

と

喜

ぶ

か

え

、

其

麼

に

嬉

し

け

り

や

、

お

高

の

奴

を

、

女

郞

に

賣

つ

て

仕

舞

ひ

ね

え

。

サ

ア

お

高…
…

。 

 

（

ト

お

高

に

改

ま

つ

て

。
） 
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此

の

時

計

を

、

貰

つ

て

後

は

怎

う

し

た

の

だ

、

オ

イ

手

前

お

母

ア

が

、

死

ぬ

時

に

云

つ

た

事

を

忘

れ

た

の

か

え

、
覺

え

て

居

る

か

、
怎

麼

事

が

、
有

つ

て

も

、
お

高

丈

け

は

、
詰

ら

ね

え

亭

主

で

も

、
亭

主

を

持

た

し

て

吳

れ

い

と

云

つ

た

ぢ

や

ね

え

か

、
風

呂

敷

包

で

も

、
嫁

入

を

さ

し

て

吳

れ

よ

と

、
俺

り

や

、
お

母

ア

に

賴

ま

れ

て

居

る

の

だ

え

、
手

前

は

忘

れ

た

の

か

え

。
父

さ

ん

は

、
お

年

の

加

滅

で

忘

れ

た

か

、
知

ら

ね

え

が

、
手

前

は

ま

だ

、
物

忘

れ

を

す

る

年

ぢ

や

有

る

ま

い

、
ナ

ゼ

此

の

時

計

を

、
社

長

の

前

へ

叩

き

付

け

て

、
逃

げ

て

歸

へ

つ

て

來

ね

え

の

だ

、
恁

麼

も

の

を

、
ブ

ラ

〱
胸

へ

下

げ

て

え

の

か

、
コ

ラ

お

高

見

ろ…
…

兄

さ

ん

は

ね

え

、
三

年

越

し

、
破

れ

た

布

子

を

、
着

て

居

る

が

、
貴

樣

に

や

、
今

年

の

正

月

も

、

擬

物

で

も

大

島

の

書

生

羽

織

を

着

せ

た

ぢ

や

な

い

か

、

十

二

時

か

ら

今

頃

迄

、

手

前

風

月

で

、

何

に

を

し

て

居

た

の

だ

。 

 

（

ト

感

極

ま

つ

て

ポ

ン

ト

お

高

を

蹴

る

を

木

の

頭

、

お

高

は

ワ

ツ

ト

泣

く

、

爲

吉

は

途

方

に

暮

れ

て

俯

向

く

、

本

田

は

淚

と

共

に

飯

を

喰

ふ

。

隣

家

に

て

淨

瑠

璃

柳

の

段

切

り

を

聞

か

す

此

の

模

樣

各

自

氣

味

合

に

て

道

具

一

轉

す

る

。
） 

  

三
、
積
川
淸
宅
事
務
室
の
場 
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本

舞

臺

、

正

面

一

間

本

硝

子

戶

の

入

口

、

續

い

て

稍

々

斜

に

上

手

に

硝

子

窓

、

こ

れ

に

オ

リ

ー

ブ

色

の

カ

ー

テ

ン

を

掛

け

る

、

入

口

上

手

に

通

り

の

大

硝

子

障

子

を

四

枚

、

向

う

往

來

を

見

せ

る

事

、

其

の

前

に

大

な

る

簿

記

臺

、
用

紙

、
イ

ン

キ

壺

、
ペ

ン

筆

等

を

置

き

、
卓

上

電

話

器

を

置

く

事

、
下

手

正

面

に

世

界

地

圖

の

大

軸

を

掛

け

其

の

下

手

に

大

な

る

金

庫

を

置

き

、

上

に

洋

式

の

大

な

る

帳

簿

を

五

六

册

積

み

有

る

、

平

舞

臺

は

一

面

絨

氈

を

敷

き

中

央

に

高

尙

な

る

テ

ー

ブ

ル

、
灰

皿

、
呼

鈴

、
莨

箱

等

を

置

き

、
皮

張

の

安

樂

椅

子

竝

に

客

椅

子

五

脚

を

置

き

總

て

積

川

家

事

務

室

の

模

樣

、

誂

へ

の

囃

子

に

て

道

具

納

る

。 

ト

同

時

に

金

太

は

手

に

酒

の

入

り

た

る

四

合

甁

を

提

げ

て

酒

に

醉

つ

た

る

心

に

て

正

面

入

口

を

開

け

て

い

で

來

り

。 

 

金

太 

御

免

な

さ

れ

や

〱
。 

 

（

ト

言

ひ

な

が

ら

ヒ

ヨ

ロ

〱
と

し

な

が

ら

、
下

手

の

椅

子

に

腰

を

か

け

て

、
呼

鈴

を

叩

く

と

同

時

に

奧

よ

り

女

中

お

光

は

。
） 

 

お

光 

ハ

ア

イ―

。 
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（

ト

答

へ

て

ハ

イ

カ

ラ

の

下

女

の

拵

へ

に

て

白

の

エ

プ

ロ

ン

を

か

け

て

い

で

來

り

。
） 

 

お

呼

び

に

な

り

ま

し

た

の

は

。 

金

太 
私

い

だ

す

ね

。 

お

光 

オ

ヤ

厭

や

だ

よ

此

人

は

、

お

前

何

處

か

ら

來

た

の

。 

金

太 

今

表

か

ら

來

ま

し

た

の

や

。 

お

光 

ナ

ゼ

聲

を

掛

け

な

い

ん

だ

よ

、

お

客

さ

ん

か

と

思

つ

た

よ

。 

金

太 

お

客

樣

ぢ

や

が

な

。 

お

光 

お

前

さ

ん

、

何

處

の

人

だ

よ

。 

金

太 

俺

は

、

此

處

の

會

社

の

職

工

で

、

山

田

金

太

郞

と

云

ふ

者

で

、

ヘ

イ

旦

那

に

御

目

に

掛

り

た

い

の

で

一

寸

呼

ん

で

貰

ら

へ

ま

へ

ん

か

、

御

禮

に

一

杯

怎

だ

す

。 

 

（

ト

酒

の

壜

を

前

へ

突

き

出

す

。
） 

 

お

光 

厭

や

だ

よ

此

人

は

、
職

工

な

ん

て

、
恁

麼

處

へ

來

る

も

の

ぢ

や

な

い

よ

、
旦

那

の

御

目

に

止

ま

つ

た

ら

、

叱

か

ら

れ

る

か

ら

、

早

く

御

歸

り

よ

、

お

上

に

知

れ

て

は

大

變

よ

。 

金

太 

お

互

に

、

知

れ

ぬ

が

花

よ

世

間

の

人

に

、

知

れ

ち

や

、

互

の

身

の

詰

り

ヨ

イ

〱
。 
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（

ト

歌

を

唄

ふ

。
） 

 

お

光 
チ

ヨ

イ

ト

、

お

前

さ

ん

冗

談

ぢ

や

な

い

よ

。 

 

（

ト

此

の

聲

に

山

形

以

前

の

拵

に

て

上

手

よ

り

出

で

來

り

。
） 

 

山

形 

誰

れ

だ

〱
、

其

麼

處

で

大

聲

を

出

す

の

は

。 

金

太 

今

晚

は…
…

。 

山

形 

オ

ヤ

金

太

ぢ

や

な

い

か

、
馬

鹿

ツ

、
何

ん

と

云

ふ

醜

態

ざ

ま

ぢ

や

。
何

に

用

有

つ

て

事

務

室

へ

來

る

の

か

、
何

ん

と

云

ふ

蠻

聲

を

だ

す

の

だ

。 

金

太 

私

は

、
少

し

御

用

が

有

つ

て

、
參

つ

た

も

の

で

、
決

し

て

失

禮

を

し

に

來

た

の

や

お

ま

へ

ん

、
失

禮

を

し

た

ら

、

此

奴

が

さ

し

ま

す

の

で

、 

 

（

ト

四

合

壜

を

一

寸

見

せ

て

。
） 

 

不

足

が

有

れ

ば

、

此

の

四

合

壜

に

仰

有

い

、

女

中

さ

ん

、

一

寸

社

長

さ

ん

を

呼

ん

で

お

く

ん

な

は

れ

。 



39 

山

形 

イ

ヤ

〱
呼

ば

ん

で

も

宜

い

〱
。 

金

太 

呼

ん

で

お

く

な

は

れ

〱
。 

山

形 

煩

い

奴

ぢ

や

。

ヨ

シ

〱
夫

れ

で

は

呼

ん

で

來

い…
…

な

ア…
…

。 

 

（

ト

山

形

は

女

中

に

奧

へ

去

れ

と

目

で

知

ら

す

お

光

は

呑

み

込

み

。
） 

 

お

光 

ハ

イ

〱
畏

り

ま

し

た…
…

。 

金

太 

醉

う

て

も

チ

ヤ

ン

と

判

つ

て

ま

す

ぜ

、

目

で

物

を

云

う

て

、

可

笑

し

い

事

を

し

な

は

ん

な

、

呼

ん

で

貰

ら

へ

ね

ば

、

奧

へ

行

き

ま

す

ぜ

。 

お

光 

ハ

イ

〱
呼

ん

で

參

り

ま

す

〱
。 

 

（

ト

思

入

有

つ

て

上

手

へ

は

い

る

。
） 

 

山

形 

オ

イ

金

太

、

貴

樣

恁

麼

裝

り

で

、

恁

麼

處

へ

來

て

は

、

爲

に

な

る

ま

い

ぞ

、

俺

が

內

々

に

し

て

遺

る

か

ら

、

早

く

歸

れ

〱
。 

金

太 

お

前

さ

ん

で

は

、

判

り

ま

へ

ん

、

社

長

は

ん

を

、

呼

ん

ど

く

な

は

れ

〱
。 
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（

ト

大

聲

に

て

云

ひ

出

す

山

形

は

困

じ

て

。
） 

 

山

形 

ヨ

シ

〱
ぢ

や

用

件

を

俺

が

聞

か

う

。 

金

太 
お

前

さ

ん

で

は

判

ら

ん

、

社

長

さ

ん

に

逢

ひ

ま

す

の

や

。 

 

（

ト

又

立

上

つ

て

行

き

か

け

る

山

形

は

金

太

を

捕

へ

て

突

出

さ

ん

と

す

る

兩

人

捨

白

詞

に

て

高

聲

を

出

し

爭

ひ

居

る

處

へ

社

長

積

川

淸

立

派

な

る

侟

に

て

出

來

り

て

。
） 

 

積

川 

社

長

は

私

ぢ

や

が

、

何

か

用

か

。 

 

（

ト

云

ふ

之

れ

に

て

金

太

は

ハ

ツ

ト

驚

く

科

有

つ

て

前

を

合

し

て

叮

嚀

に

御

辭

儀

を

す

る

。
） 

 

金

太 

ヘ

イ

今

晚

は

。 

積

川 

貴

樣

は

見

た

樣

な

男

だ

な

ア

。 

金

太 

ヘ

イ

第

二

の

工

場

に

居

り

ま

す

も

の

で

、

山

田

金

太

郞

當

年

三

十

五

歲

、

產

れ

は…
…

。 

積

川 

オ

イ

〱
其

麼

事

は

、

聞

い

て

居

ら

ん

、

何

用

が

有

つ

て

來

た

の

だ

。 

金

太 

ヘ

イ

昨

日

か

ら

、
此

の

支

配

人

の

正

や

ん

に

、
賴

の

ん

で

ま

す

、
一

週

間

の

夜

業

の

賃

錢

の

、
八

十

四

錢
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な

ア

、

旦

那

は

ん…
…

一

杯

怎

う

だ

す

。 

 

（

ト

舌

の

廻

ら

ぬ

口

調

に

て

壜

を

出

す

。
） 

 

積

川 

オ

イ

〱
、
大

變

な

上

機

嫌

ぢ

や

な

、
お

前

酒

を

呑

む

位

の

錢

が

有

れ

ば

、
何

に

も

拂

へ

無

い

賃

金

を

、

無

理

か

ら

脅

迫

が

ま

し

い

事

を

云

う

て

、

此

處

ま

で

來

な

い

で

も

、

宜

い

ぢ

や

な

い

か

。 

金

太 

酒

呑

む

錢

が

、

お

ま

す

か

い

な

ア

。 

山

形 

貴

樣

呑

ん

で

居

る

の

ぢ

や

な

い

か

。 

金

太 

見

と

く

な

は

れ

、

此

の

姿

だ

す

、

半

纏

を

曲

げ

て

、

燒

糞

で

呑

ん

で

ま

す

の

や

。 

積

川 

ナ

ゼ

爾

う

燒

け

に

な

る

の

ぢ

や

。 

金

太 

何

ん

で

燒

け

に

な

る

、
申

し

旦

那

、
燒

に

貴

下

が

し

な

は

る

の

ぢ

や

が

な

、
此

の

間

內

の

夜

業

も

、
一

日

十

二

錢

宛

貰

へ

る

と

思

う

て

、

遣

つ

て

居

ま

し

た

の

や

、

其

れ

に

吳

れ

ん

と

は

何

事

や

、

僅

な

錢

貰

う

て

、
働

い

て

居

ま

す

、
蟲

け

ら

み

た

い

な

も

の

だ

す

、
其

の

蟲

け

ら

の

、
上

前

を

、
は

ね

て

五

十

人

の

者

が…
…

。 

 

（

ト

、

シ

ク

〱
泣

き

出

す

。
） 
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積

川 

此

奴

泣

上

戶

だ

、

オ

イ

山

形

警

官

を

呼

ん

で

、

引

張

り

出

せ

。 
金

太 

コ

ラ

ツ

、
俺

が

、
何

に

を

惡

い

事

を

し

た

の

ぢ

や

、
サ

ア

突

出

す

な

ら

、
突

出

せ

、
抱

い

て

行

て

や

る

ぞ

〱
。 

 

（

ト

仰

向

き

に

寢

る

、

山

形

は

金

太

郞

の

手

を

取

つ

て

無

理

に

引

き

起

し

て

、

突

出

さ

ん

と

爭

ふ

、

宜

し

く

捨

白

詞

に

て

ヤ

イ

ヤ

イ

と

云

ふ

。

此

の

時

本

田

秀

吉

は

正

面

の

入

口

よ

り

出

で

來

る

、

上

手

奥

よ

り

は

此

の

聲

を

聞

き

付

け

夫

人

菊

子

出

で

來

る

。

本

田

は

金

太

郞

の

傍

へ

ツ

カ

〱
と

來

り

て

。
） 

 

本

田 

ヤ

イ

金

太

、

手

前

又…
…

何

ん

と

云

ふ

有

樣

だ

。 

金

太 

オ

ヽ

本

田

、…
…

俺

は…
…

恁

麼

口

惜

し

い

事

は

無

い

。 

 

（

ト

泣

き

出

す

。
） 

 

積

川 

オ

ヽ

本

田

か

、

此

奴

は

、

實

に

困

る

奴

だ

、

更

に

要

領

を

得

な

い

の

だ

。 

金

太 

要

領

は

、

判

つ

て

居

る

わ

い

、

錢

吳

れ

た

ら

宜

い

の

ぢ

や

え

。 

本

田 

何

に

を

言

ふ

の

だ

え

、

金

太

手

前

は

、

俺

の

顏

を

潰

す

の

か

、

十

時

迄

待

て

と

云

つ

た

の

を

忘

れ

た

の

か

。 
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金

太 

モ

ウ

十

時

過

ぎ

て

る

わ

い

。 
本

田 

馬

鹿

な

事

を

言

ふ

な

、

ま

だ

九

時

半

だ

ぞ

。 

金

太 

汽

車

で

も

、

少

々

は

、

延

着

す

る

わ

い

。 

本

田 
延

着

ぢ

や

な

い

、

早

く

來

す

ぎ

て

居

る

の

だ

い

。 

金

太 

そ

ん

な

ら

、
出

直

す

わ

い

、
オ

イ

〱
兄

貴

賴

む

ぜ

、
十

時

打

つ

た

ら

、
ザ

ツ

ト

か

け

て

、
ぼ

う

と

、
燃

や

う

し

て

、

皆

ん

な

が

寄

つ

て

バ

リ

〱
や

で

。 

本

田 

馬

鹿

な

事

を

言

ふ

な

。 

積

川 

何

の

事

だ

今

の

は

。 

金

太 

ヘ

エ

ヽ

ン

、

ザ

ツ

ト

か

け

て

、

バ

ア

ツ

ト

、

燃

え

て

ぢ

や

い

。 

本

田 

馬

鹿

な

事

云

ふ

な

、

サ

ア

早

く

歸

れ

〱
。 

 

（

ト

宜

し

く

宥

め

る

、

金

太

は

三

尺

帶

の

間

に

挾

み

し

錢

を

六

錢

落

し

た

る

を

探

す

科

有

る

、

本

田

は

捨

白

詞

に

て

共

に

探

し

て

や

る

、

ト

ヾ

錢

を

拾

ひ

て

渡

す

。
） 

 

金

太 

兄

貴

賴

む

ぜ…
…

。 

本

田 

宜

い

よ

〱
。 

金

太 

本

ま

に…
…

オ

イ

俺

の

下

駄

怎

う

し

た

い

。 
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山

形 

貴

樣

跣

で

來

た

の

ぢ

や

な

い

か

。 
金

太 

何

に

を

、

誰

れ

が…
…

。 

 
（

ト

突

き

掛

か

ら

ん

と

す

る

を

、

本

田

は

止

め

て

正

面

の

入

口

の

外

へ

連

れ

て

行

き

て

金

太

を

歸

ら

す

、

本

田

は

積

川

の

前

に

來

り

て

叮

嚀

に

頭

を

下

げ

て

。
） 

 

本

田 

旦

那

、

誠

に

相

濟

み

ま

せ

ん

、

御

挨

拶

も

後

に

な

り

ま

し

て

、

今

晚

は

。 

積

川 

マ

ア

其

れ

へ

掛

け

。

實

に

今

の

奴

は

、

怪

し

か

ら

ん

奴

だ

な

ア

。 

菊

子 

私

も

何

事

だ

ら

う

と

思

つ

て

參

り

ま

し

た

よ

。 

本

田 

オ

ヤ

奧

樣

で

ゐ

ら

つ

し

や

い

ま

す

か

、

先

日

は

有

難

う

御

座

い

ま

す

。 

菊

子 

何

に…
…

博

愛

主

義

勞

働

者

慰

問

と

し

て

、

一

同

へ

、

お

か

ち

ん

を

上

げ

た

の

だ

か

ら

、

御

禮

は

恐

縮

ね

え…
…

。 

 

（

ト

卷

莨

を

く

ゆ

ら

す

。
） 

 

積

川 

本

田

、

聞

け

ば

過

日

來

の

夜

業

の

賃

金

の

問

題

で

、

何

ん

だ

か

、

ゴ

タ

〱
し

て

居

る

さ

う

だ

ね

え

。 

本

田 

ヘ

イ…
…

二

三

日

前

か

ら

、

ゴ

タ

〱
し

て

、

困

つ

て

居

り

ま

す

の

で

。 
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積

川 

お

前

も

今

晚

は

、

其

の

話

で

來

た

の

か

。 
本

田 

イ

エ

、
爾

う

ぢ

や

御

座

い

ま

せ

ん

、
元

々

あ

の

仕

事

は

、
旦

那

の

方

も

、
御

損

だ

さ

う

で

、
其

の

上

、
職

工

に

賃

金

を

拂

ふ

な

ん

て

え

事

は

、
出

來

や

し

ま

せ

ん

、
其

の

理

窟

が

、
判

ら

な

い

の

で

す

か

ら

ね

え

。 

積

川 
中

々…
…

（

菊

子

の

顏

を

見

て

）
之

れ

は

、
物

の

眞

理

を

、
解

し

て

居

る

、
要

す

る

に

頭

が

宜

い

ん

だ

ね

え

。 

菊

子 

全

く

で

す

ね

、
身

は

勞

働

者

に

し

て

、
明

晰

な

る

頭

腦

を

備

ふ

、
以

て

他

山

の

石

と

す

べ

し

で

す

ね

え

、

チ

ヨ

イ

ト

五

色

の

酒

如

何

。 

本

田 

イ

ヽ

エ

五

色

の

息

を

吹

い

て

居

る

身

分

で

、

五

色

の

酒

處

ぢ

や

御

座

い

ま

せ

ん

。 

山

形 

其

れ

ぢ

や

、

君

、

何

か

外

の

問

題

で

來

た

の

か

。 

本

田 

ハ

イ

一

寸

お

願

ひ

が

御

座

い

ま

し

て

。 

山

形 

何

ん

の

用

だ

。 

本

田 

ヘ

イ

少

し

、

內

々

で

す

か

ら

、

一

寸

暫

ら

く

。 

山

形 

ア

ヽ

爾

う

か

、

御

主

人

一

寸

暫

ら

く

此

の

場

を

。 

本

田 

イ

ヽ

エ

、

貴

下

が

、

暫

ら

く

一

寸

此

の

場

を

。 

山

形 

ア

ヽ

我

等

の

方

か

。 

本

田 

ヘ

エ

ー…
…

左

樣

で

。 

山

形 

飛

ん

だ

間

違

ひ

だ

。 
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本

田 

頭

が

宜

い

ん

で

す

ね

え

。 
山

形 

之

れ

は

イ

ヤ

ハ

ヤ

、

恐

縮

、

御

主

人

御

免

。 

 
（

と

一

禮

を

し

て

上

季

へ

は

い

る

。
） 

 

積

川 

人

を

遠

ざ

け

て

、

何

か

秘

密

の

用

件

か

。 

本

田 

一

寸

變

な

物

が…
…

妙

な

處

か

ら

、

手

に

入

り

ま

し

た

の

で

、

買

つ

て

頂

き

た

い

と

存

じ

ま

し

て

。 

積

川 

お

前

が

、

我

等

に

賣

物

と

は

、

可

笑

し

い

ね

え

。 

本

田 

ヘ

イ

旦

那

様

よ

り

、

奥

様

向

き

か

と

存

じ

ま

す

の

で

、…
…

ヘ

イ

こ

れ

で

御

座

い

ま

す

。 

 

（

ト

以

前

の

時

計

を

懐

中

よ

り

出

し

て

卓

上

に

置

く

、

積

川

は

之

れ

を

見

て

驚

く

、

本

田

は

積

川

を

キ

ツ

ト

睨

み

付

け

て

。
） 

 

旦

那

馬

鹿

に

、

お

寒

い

晩

で

す

ね

え

。 

積

川 

イ

ヤ

に

、

冷

え

る

ね

え

。 

 

（

ト

氣

味

合

、

菊

子

は

何

の

氣

も

付

か

ず

に

其

の

時

計

を

取

り

上

げ

て

。
） 
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菊

子 

オ

ヤ

、
ウ

オ

ツ

チ

な

の

、
一

寸

貴

方

、
御

覧

な

さ

い

ね

え

、
流

行

の

形

よ

、
ア

ラ

十

六

形

だ

わ

、
オ

ヤ

九

金

だ

よ

、
ね

え

貴

方

、
私

が

貴

方

に

、
此

の

間

買

つ

て

下

さ

い

と

、
御

願

ひ

し

た

の

は

之

れ

で

す

の

よ

、

一

寸

買

つ

て

遣

つ

て

下

さ

い

ね

え

。 

積

川 
…

…
ウ

ム…
…

買

つ

て

も

宜

い

だ

ら

う

。 

 

（

ト

苦

し

き

思

入

れ

。
） 

 

菊

子 

併

し

一

寸

、

お

前

恁

麼

物

を

、

怎

う

し

て

、

手

に

入

れ

た

の

。 

本

田 

其

れ

が

奥

さ

ん

可

笑

し

い

の

で

す

よ

、

實

は

私

の

妹

が

貰

つ

て

來

ま

し

た

の

で

、

旦

那

、

貴

下

も

序

に

お

聞

き

な

す

つ

て

下

さ

い

。 

 

（

ト

力

を

入

れ

て

言

う

て

。
） 

か

お 

世

間

に

や

随

分

、
助

平

な

馬

鹿

野

郞

が

有

る

ぢ

や

有

り

ま

せ

ん

か

、
然

も

立

派

な

身

分

の

旦

那

で

ね

え

、

藝

者

狂

ひ

も

妾

狂

ひ

も

出

來

る

身

を

も

つ

て

、
私

の

妹

に

、
白

羽

の

矢

を

立

て

ゝ

ね

え

、
其

れ

も

、
お

前

さ

ん

、

惚

れ

た

の

好

い

た

の

と

い

ふ

、

色

と

か

戀

と

か

云

ふ

の

ぢ

や

有

り

ま

せ

ん

の

で…
…

只

だ

十

六
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の

娘

盛

り

、
假

令

面

は

不

味

く

と

も

、
其

生

娘

と

云

ふ

丈

け

に

、
一

寸

自

由

に

し

て

遣

ら

う

と

、
其

の

金

時

計

を

、

餌

に

し

て

、

莟

の

花

を

踏

躙

ら

う

と

、

何

ん

の

事

は

ね

え

、

猅

々

で

さ

あ

ね

え

。 

菊

子 

要

す

る

に

、

情

慾

の

奴

隸

た

ね

え

、

相

當

の

階

級

の

紳

士

と

し

て

、

少

女

の

貞

操

を

、

蹂

躙

し

よ

う

と

は

、
一

種

の

惡

魔

だ

ね

、
爾

う

云

ふ

奴

は

、
社

會

制

裁

上

、
大

い

に

、
懲

戒

し

て

や

る

價

値

が

有

り

ま

す

わ

ね

え

貴

方…
…

。 

積

川 

全

く

紳

士

の

風

上

に

も

置

け

な

い

ね

え

。 

本

田 

其

れ

が

平

氣

で

、

大

き

な

面

を

し

て

、

馬

車

で

大

道

を

步

い

て

居

る

の

で

す

か

ら

ね

え

。 

菊

子 

オ

ヤ

可

也

、

身

分

の

有

る

人

ね

え

、

何

處

の

何

ん

と

言

ふ

人

な

の

。 

本

田 

ヘ

エ…
…

名

前

も

面

も

、
知

つ

て

居

る

の

で

す

が

、
其

れ

迄

言

つ

ち

や

、
氣

の

毒

で

す

か

ら

、
其

れ

は

申

し

上

げ

ま

す

ま

い

。 

 

（

ト

之

れ

に

て

、

冷

や

〱
思

ひ

居

り

し

積

川

は

、

ホ

ツ

ト

安

心

の

科

し

。
） 

 

菊

子 

全

く

美

德

だ

ね

え

、
人

の

名

譽

を

重

じ

て

、
名

を

發

表

し

な

い

の

は

、
感

歎

、
濟

美

の

極

で

す

ね

え

貴

方

…
…

。 

積

川 

之

れ

は

、

頭

が

宜

い

か

ら

ね

え

。 

本

田 

頭

は

宜

い

か

、
惡

い

か

知

り

ま

せ

ん

が

、
人

閒

並

に

血

が

御

座

い

ま

す

か

ら

、
當

り

前

な

ら

、
此

の

時

計
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を

持

つ

て

、
其

の

助

平

野

郞

の

、
面

へ

投

げ

附

け

て

、
貧

乏

し

て

も

、
俺

れ

處

の

娘

は

ま

だ

、
淫

賣

は

、

さ

ゝ

ね

え

と

、

面

を

逆

さ

に

引

ん

剥

い

て

遣

り

ま

す

が

ね

。 

菊

子 

痛

快

だ

ね

え

。 

本

田 
其

處

は

、
貧

乏

人

の

悲

さ

に

、
其

麼

意

氣

地

は

御

座

い

ま

せ

ん

や

、
其

れ

よ

り

奧

樣

に

御

願

ひ

申

し

て

、

此

の

時

計

を

買

つ

て

頂

い

て

、
昨

日

か

ら

八

釜

敷

く

、
血

を

見

る

樣

に

騷

い

で

居

る

、
職

場

の

連

中

に

、

其

の

金

を

分

け

て

遣

り

ま

さ

あ

、

怎

う

せ

、

御

損

の

上

の

賃

金

は

旦

那

は

お

出

し

に

な

る

事

は

出

來

ま

す

ま

い

か

ら

、
此

の

時

計

さ

へ

、
無

い

も

の

に

す

り

や

三

方

四

方

、
甘

く

納

り

ま

す

か

ら

、
ね

え

旦

那

、

成

丈

け

、

宜

い

値

に

買

つ

て

下

さ

い

ま

せ

。 

積

川 

ア

ゝ

有

難

い…
…

買

つ

て

置

い

て

上

げ

。 

 

（

ト

菊

子

に

云

ふ

。
） 

 

菊

子 

恰

度

私

も

、

欲

し

い

の

だ

か

ら

ね

え

、

お

前

幾

許

に

賣

る

の…
…

。 

本

田 

ヘ

エ

其

麼

も

の

ゝ

相

場

は

、

私

よ

り

旦

那

の

方

が

、

能

く

御

存

じ

で

す

か

ら

ね

え

。 

菊

子 

ね

え

、

貴

方

、

成

丈

け

高

く

買

つ

て

上

げ

ま

せ

う

よ

ね

え

。 

積

川 

五

六

十

圓

に

買

つ

て

上

げ

な

よ

。 

菊

子 

爾

う

だ

ね

、

五

十

圓

な

ら

宜

い

だ

ら

う

。 
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本

田 

ヘ

エ…
…

八

十

四

錢

が

五

十

人

、

其

れ

丈

け

有

れ

ば

結

構

で

す

。 
菊

子 

サ

ウ

。

暫

ら

く

お

待

ち

よ

。 

 
（

ト

腰

の

鍵

を

持

つ

て

正

面

の

金

庫

よ

り

金

を

取

り

出

し

に

行

く

。
） 

 

積

川 

然

し

其

の

金

を

、

全

部

職

工

に

、

分

配

し

て

仕

舞

つ

て

は

、

お

前

の

取

る

金

が

、

無

い

ぢ

や

な

い

か

。 

本

田 

何

に…
…

宜

う

御

座

い

ま

す

。

怎

う

せ

穢

れ

た

金

で

す

も

の

、

妹

一

人

が

玩

弄

に

さ

れ

て

、

五

十

人

か

ら

の

人

間

が

甘

い

酒

の

一

杯

も

、
笑

つ

て

呑

ん

で

吳

れ

ま

す

り

や

、
好

し

や

操

は

、
破

れ

て

も

、
貧

乏

人

の

小

娘

に

は

、

過

ぎ

た

手

柄

で

御

座

い

ま

す…
…

。 

積

川 

君

は

何

ん

と

云

ふ

、
美

し

い

人

間

ぢ

や

、
ア

ヽ

其

の

惡

魔

が

、
聞

い

た

れ

ば

、
殆

ど

熱

鐵

を

呑

む

思

ひ

が

す

る

だ

ら

う

、

將

來

悔

悟

し

て

、

君

の

厚

意

に

報

ゆ

る

だ

ら

う

、

謹

ん

で

爰

に

感

謝

の

意

を

表

す

。 

 

（

ト

本

田

の

手

を

取

り

て

無

言

の

儘

謝

罪

を

す

る

、

此

の

途

端

菊

子

は

表

を

向

く

。
） 

 

菊

子 

オ

ヤ

丸

で

、

貴

方

が

、

謝

つ

て

居

る

や

う

ね

え

。 

積

川 

フ

ム…
…

餘

り

本

田

に

同

情

し

て

ね

え…
…

。 

菊

子 

そ

れ

五

十

圓…
…

。 
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（

ト

本

田

に

渡

す

と

同

時

に

裏

に

て

無

數

の

人

聲

、
足

音

騷

し

く

聞

ゆ

、
積

川

、
本

田

、
菊

子

は

何

れ

も

其

の

方

角

を

見

て

ハ

ツ

ト

驚

く

、

本

田

は

時

計

を

見

て

。
） 

 

本

田 

オ

ヤ

十

時

だ…
…

。 

 

（

ト

立

上

る

と

同

時

に

正

面

の

扉

を

蹴

り

開

け

て

、

金

太

は

好

み

の

兇

器

を

持

つ

て

入

り

來

る

、

本

田

は

之

れ

を

見

て

驚

く

、

矢

庭

に

金

太

の

傍

へ

走

り

。
） 

 

そ

れ

金

太…
…

金

だ…
…

。 

 

（

ト

紙

幣

を

握

ら

し

て

勢

ひ

よ

く

正

面

の

入

口

よ

り

外

へ

飛

出

す

、

金

太

は

渡

さ

れ

し

金

を

見

て

拍

子

拔

け

し

た

る

科

し

、
菊

子

は

人

聲

に

驚

い

て

上

手

へ

逃

げ

て

は

い

る

、
積

川

は

立

上

つ

て

、
沈

默

の

體

、
金

太

は

紙

幣

を

數

へ

な

が

ら

ウ

ロ

〱
し

て

居

る

、
裏

手

に

は

大

勢

の

人

聲

に

て

ヤ

レ

〱
と

呼

ぶ

、
本

田

は

待

て

〱
話

が

附

い

た

〱
金

は

金

太

に

渡

し

た

と

叫

ぶ

、
此

の

聲

を

聞

き

金

太

は

尚

狼

狽

す

る

科

、
積

川

は

腕

組

を

し

た

儘

無

限

の

思

入

れ

宜

き

處

へ

本

田

は

片

袖

を

割

か

れ

着

物

は

所

々

に

破

れ

を

生

じ

、

顏

腕

等

に

微

り

傷

を

負

ひ

て

、
稍

々

裏

手

の

聲

の

靜

り

た

る

時

、
ツ

カ

〱
と

い

で

來

り

て

卓

の

下

手

に

ホ

ツ

ト

息
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を

つ

き

。
） 

 

本

田 

モ

ウ

大

丈

夫

で

す…
…

。 

 

（

ト

金

太

を

見

て

。
） 

 

何

に

を

、

し

て

居

る

の

だ

い

。 

 

（

ト

云

ふ

此

の

聲

に

金

太

は

喫

驚

し

て

ペ

ツ

タ

リ

と

坐

す

、

暫

ら

く

氣

の

拔

け

た

る

如

く

茫

然

と

し

て

居

り

、

手

に

有

る

紙

幣

を

見

て

一

枚

宛

數

へ

始

め

る

、

積

川

と

本

田

は

互

に

顏

見

合

し

て

氣

味

合

、

菊

子

は

時

計

を

片

手

に

窃

つ

と

上

手

よ

り

顏

を

出

す

、

同

時

に

以

前

の

職

工

全

部

下

手

硝

子

窓

よ

り

顏

を

出

す

、

本

田

を

見

て

各

自

口

々

に

禮

を

云

ふ

、

此

の

模

樣

宜

し

く

各

自

氣

味

合

木

な

し

に

て

靜

に

。
） 

―

滿 

來―
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底

本 

日

本

戯

曲

全

集 

第

39

巻 

現

代

篇

第

７

輯 

出

版

者 

春

陽

堂 

出

版

年

月

日 

昭

和

４ 


